
　市では、市民の皆さんの意見を市政に反映させるため、６月から7月にかけて「都城市市民意識調査（ふれあ
いアンケート）」を実施しました。調査に協力いただいた皆さん、ありがとうございました。
　今回は、満18歳以上の約12万人の市民の皆さんの中から無作為に選んだ3,000人を対象に、本市の住みや
すさや郷土料理、デジタル化、健康、がん検診、環境問題、男女共同参画などについて調査を行いました。
　回答者は1,201人（男性441人、女性736人、答えたくない８人、無回答16人）で、回答率は40％でした。詳
しい結果は、市ホームページで紹介します。	 ◎問い合わせ　秘書広報課　☎23－3174

ふれあいアンケート結果

⃝年代別回答者数
年　代 回答者 比　率
10代 5人 0.4%
20代 74人 6.2%
30代 133人 11.1%
40代 182人 15.2%
50代 195人 16.2%
60代 292人 24.3%
70代以上 304人 25.3%

答えたくない 4人 0.3%
無回答 12人 1.0%

計 1,201人 100.0%

⃝地区別回答者数
地　区 回答者 比　率
姫　城 78人 6.5%
妻ケ丘 168人 14.0%
小松原 82人 6.8%
祝　吉 154人 12.8%
五十市 111人 9.2%
横　市 101人 8.4%
沖　水 95人 7.9%
志和池 57人 4.7%

地　区 回答者 比　率
庄　内 47人 3.9%
西　岳 12人 1.0%
中　郷 51人 4.2%
山之口 35人 2.9%
高　城 101人 8.4%
山　田 44人 3.7%
高　崎 49人 4.1%
無回答 16人 1.5%
合計 1,201人 100.0%

⃝男女別回答者数
性　別 回答者 比　率

男　性 441人 36.7%

女　性 736人 61.3%

答えたく
ない 8人 0.7%

無回答 16人 1.3%

計 1,201人 100.0%

第15回 都城市市民意識調査

都
城
市
の
住
み
や
す
さ

市内には市内には
住みたくない 住みたくない 

3.0%3.0%

市内の別の地域に市内の別の地域に
住みたい 住みたい 

8.5%8.5%

分からない 分からない 
13.2%13.2%

無回答 無回答 0.9％0.9％

0 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の家があるから 69.8%

住み慣れているから 65.2%

買い物や通院に便利だから 46.1%

自然環境が良いから 30.6%

親族が近くにいるから親族が近くにいるから 28.4%

通勤や通学に便利だから通勤や通学に便利だから 26.7%

現在住んでい現在住んでい
るところに住るところに住
み続けたい み続けたい 

74.4%74.4%

●
解
説

　
約
８
割
の
人
が「
現
在
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
に
住
み
続
け
た
い
」「
市
内
の
別
の
地

域
に
住
み
た
い
」と
答
え
て
い
ま
す
。
年

代
別
に
み
る
と
、
70
代
以
上
と
60
代
の
約

９
割
が「
現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
住

み
続
け
た
い
」「
市
内
の
別
の
地
域
に
住
み

た
い
」と
答
え
て
い
て
、
次
い
で
50
代
、

40
代
と
い
う
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

住
み
続
け
た
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

「
自
分
の
家
が
あ
る
」「
住
み
慣
れ
て
い
る
」

が
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
次
い
で

「
買
い
物
や
通
院
に
便
利
」「
自
然
環
境
が

良
い
」と
答
え
た
人
も
多
く
、
生
活
圏
の

利
便
性
や
環
境
に
満
足
し
て
い
る
人
も
一

定
数
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

「現在住んでいるところに住み続けたい」と答えた人のみ
回答 （複数回答 上位6項目）

Q

Q

こ
れ
か
ら
も
都
城
市
に
住

み
続
け
た
い
で
す
か
。

住
み
続
け
た
い
と
答
え
た

理
由
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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郷
土
料
理

ふれあいアンケート結果

0 20% 40% 60% 80% 100%

がね

あくまき

ねったぼ

煮しめ

ふくれがし

ゆべし

93.3%

72.6%

71.1%

64.7%

57.5%

53.9%

（複数回答 上位6項目）

デ
ジ
タ
ル
化

0 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

0 10% 20% 30% 40% 50% 60%

行政手続きの簡素化

個人情報やプライバシー保護

55.0%55.0%

66.2%66.2%

市民サービスの向上

デジタル機器(技術)への適応

地域産業の活性化地域産業の活性化

47.4%47.4%

41.6%41.6%

キャッシュレスの推進キャッシュレスの推進

14.4%14.4%

19.6%19.6%

教育分野のデジタル化教育分野のデジタル化

13.2%13.2%

7.4%7.4%

分からない分からない

人との触れあいが無くなる人との触れあいが無くなる

13.2%13.2%

6.8%6.8%

分からない分からない

11.6%11.6%

2.6%2.6%

特にない特にない

その他その他

●
解
説

　
デ
ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
期
待
と
不
安
に

つ
い
て
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
市
役
所
に
期
待
す
る
こ
と
」に
つ
い
て

は
、「
行
政
手
続
き
の
簡
素
化
」が
約
55

㌫
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」が
約
47
㌫

と
、
２
つ
の
項
目
が
高
い
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
不
安
に
思
う
こ
と
」に
つ
い
て

は
、「
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
」

が
約
66
㌫
、「
デ
ジ
タ
ル
機
器（
技
術
）へ

の
適
応
」が
約
42
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、「
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ
ジ
タ

ル
化
」実
現
の
た
め
、
助
け
を
必
要
と
す

る
人
に
十
分
な
支
援
が
行
き
渡
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

（複数回答 上位6項目）

（複数回答 上位6項目）

Q

Q

Q

Q

都
城
の
郷
土
料
理
だ
と

知
っ
て
い
る
料
理
は
何
で

す
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
あ

た
り
、
市
役
所
に
期
待
す

る
こ
と
は
何
で
す
か
。

郷
土
料
理
を
代
々
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
か
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
あ

た
り
、
不
安
に
思
う
こ
と

は
何
で
す
か
。

●
解
説

　
知
っ
て
い
る
郷
土
料
理
は
何
か
、
郷
土

料
理
を
代
々
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
う
か

に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
知
っ
て
い
る
郷
土
料
理
」に
つ
い
て
は

「
が
ね
」が
唯
一
９
割
超
え
と
な
り
、
年
代

別
に
見
て
も
、
全
年
代
に
お
い
て
最
も
認

知
度
の
高
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
の
料
理
に
つ
い
て
は
、
各
年
代
で
多
少

の
差
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
似
た
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
代
々
伝
え
て
い
き
た
い
か
」に
つ
い
て

は
、「
伝
え
て
い
き
た
い
」と
答
え
た
人
が

約
７
割
と
な
り
ま
し
た
。

　
郷
土
料
理
は
、
地
域
に
昔
か
ら
伝
わ
る

大
切
な
食
文
化
で
す
。
食
を
通
し
て
地
域

の
自
然
の
豊
か
さ
を
知
り
、
愛
着
や
感
謝

の
気
持
ち
を
育
み
ま
し
ょ
う
。

伝えていきたい伝えていきたい
68.4%68.4%

そうは思わないそうは思わない
5.2%5.2%

分からない分からない
24.1%24.1%

無回答2.3%無回答2.3%
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健
康

0 5% 10% 15% 20% 25%

0 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

週に3日以上 週に3日以上 
23.8%23.8%

週に週に
1 ～ 2日程度1 ～ 2日程度

19.2%19.2%

月に月に
1 ～ 3日程度1 ～ 3日程度

11.0%11.0%

運動やスポーツ運動やスポーツ
はしていない はしていない 

37.8%37.8%

無回答 1.0%無回答 1.0%

3カ月に3カ月に
1 ～ 2日程度 1 ～ 2日程度 

3.5%3.5%

年に年に
1 ～ 3日程度1 ～ 3日程度

3.7%3.7%

4,000歩未満 4,000歩未満 
25.1%25.1%

無回答 0.7%無回答 0.7%

4,000歩以上4,000歩以上
6,000歩未満 6,000歩未満 

33.0%33.0%

10,000歩以上 10,000歩以上 
11.1%11.1%

8,000歩以上8,000歩以上
10,000歩未満 10,000歩未満 

11.1%11.1%

6,000歩以上6,000歩以上
8,000歩未満 8,000歩未満 

19.0%19.0%

利用している利用している
31.6%31.6%

利用していない 利用していない 
67.2%67.2%

無回答 1.2%無回答 1.2%

受けていない 71.5%

大腸がん検診大腸がん検診 16.2%

肺がん検診肺がん検診 12.0%

胃がん検診胃がん検診 9.0%

乳がん検診乳がん検診 6.5%

子宮がん検診子宮がん検診 6.4%

無回答無回答 1.2%

職場でがん検診を受けている 21.4%

受ける時間がない 17.9%

その他 15.4%

対象となる検診がない 12.3%

内容を知らない 12.0%

必要性を感じない 11.5%

が
ん
検
診

●
解
説

　
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
か
、
受
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
受
け
な
か
っ
た
理
由
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
市
が
実
施

し
た
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
は
約

72
㌫
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
約
21
㌫
の
人

が「
職
場
で
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
」と

答
え
て
い
て
、
全
く
受
け
て
い
な
い
人
は

全
体
の
約
56
㌫
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
性
の
み
の
回
答
の
う
ち
、
乳

が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診
を
受
け
た
人

は
そ
れ
ぞ
れ
約
10
㌫
で
し
た
。
市
で
は
が

ん
検
診
の
受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
と
し

て
、
検
診
ガ
イ
ド
の
配
布
や
、
子
宮
が
ん

お
よ
び
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

な
ど
を
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

●
解
説

　
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
、
ど
の
位
の

頻
度
で
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る

か
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
週
に
１
回
以
上
運
動
を

し
て
い
る
人
は
約
４
割
と
い
う
結
果
で

し
た
。
年
代
別
に
見
る
と
、
60
代
は
約

45
㌫
、
70
代
以
上
は
約
60
㌫
が
週
に
１

回
以
上
運
動
を
し
て
い
る
と
答
え
ま
し

た
。
一
方
、
30
・
40
・
50
代
は
「
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
」
と
答
え

た
人
が
４
割
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

「受けていない」と答えた人のみ回答
（複数回答 上位6項目）

（複数回答）

Q

Q

Q

Q

Q

健
康
や
楽
し
み
な
ど
の
た

め
に
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

（
体
操
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

な
ど
を
含
む
）を
行
っ
て

い
ま
す
か
。

昨
年
度
に
市
が
実
施
し
た
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
た
か
。

市
が
実
施
し
た
が
ん
検
診

を
受
け
な
か
っ
た
理
由
は

何
で
す
か
。

普
段
、
歩
数
計
や
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
ア
プ
リ
を
利
用
し

て
い
ま
す
か
。

１
日
の
平
均
歩
数
は
ど
の

程
度
で
す
か
。

「利用している」と答えた人のみ回答
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ふれあいアンケート結果

男
女
共
同
参
画

環
境
問
題

（上位6項目）

0 5% 10% 15% 20% 25% 30%

分からない分からない
15.0%15.0%

分からない分からない
10.7%10.7%

無回答 0.9%無回答 0.9%

無回答 1.0%無回答 1.0%

反対反対
35.7%35.7%

不平等21.4%不平等21.4%

どちらかとどちらかと
いえば賛成いえば賛成

14.8%14.8%

どちらかとどちらかと
いえば平等 いえば平等 

18.9%18.9%

どちらかとどちらかと
いえば反対いえば反対

30.9%30.9%

どちらかといえばどちらかといえば
不平等40.3%不平等40.3%

賛成 賛成 
2.7%2.7%

平等7.7%平等7.7%

地球温暖化問題

ごみ問題

特にない

地下水の保全地下水の保全

再生可能エネルギー対策再生可能エネルギー対策

水環境の保全水環境の保全

28.1%

22.1%

9.3%

6.0%

5.4%

5.2%

●
解
説

　
市
民
が
ど
の
よ
う
な
環
境
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
る
の
か
、
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
前
回（
Ｈ
31
）の
調
査
で
は「
ご
み
問

題
」が
最
も
多
く
、
次
い
で「
地
球
温
暖
化

問
題
」と
い
う
結
果
で
し
た
が
、
今
回
は

「
地
球
温
暖
化
問
題
」が
約
28
㌫
と
最
も
高

い
結
果
と
な
り
、
約
22
㌫
の「
ご
み
問
題
」

と
合
わ
せ
て
半
数
を
占
め
、
前
回
に
続
い

て
２
つ
の
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
分
か

●
解
説

　
男
女
の
役
割
や
地
位
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
の
か
、
調
査
を
行
い
ま

し
た
。「
性
別
で
役
割
を
固
定
す
る
考
え

方
」に
つ
い
て
、「
反
対
」「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
反
対
」と
答
え
た
人
が
約
67
㌫
と
な

り
ま
し
た
。
男
女
別
で
み
る
と
、
男
性
の

約
61
㌫
が「
反
対
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

反
対
」と
答
え
た
の
に
対
し
、
女
性
は
約

70
㌫
で
し
た
。

　
「
男
女
の
地
位
は
平
等
だ
と
思
う
か
」に

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
地
球
温
暖
化
問
題
」の
割
合
が
高
く

な
っ
た
理
由
と
し
て
、
局
部
豪
雨
や
台
風

の
大
型
化
な
ど
、
近
年
の
異
常
気
象
を
受

け
て
、
意
識
に
変
化
が
出
て
き
て
い
る
も

の
と
推
測
で
き
ま
す
。

　
年
々
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
に
つ
い
て

考
え
、
次
世
代
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
日
頃
か
ら
考
え
て
行
動
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

つ
い
て
も
、「
不
平
等
」「
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
不
平
等
」と
答
え
た
人
が
約
62
㌫
と

な
り
ま
し
た
。
男
女
別
で
み
る
と
、
男

性
の
約
54
㌫
が「
不
平
等
」「
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
不
平
等
」と
答
え
た
の
に
対
し
、

女
性
は
約
66
㌫
と
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら

も
10
㌫
前
後
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
ま
た
、
年
代
別
で
み
た
場
合
は
男
女

別
ほ
ど
の
差
は
な
く
、
世
代
差
よ
り
も
男

女
差
で
意
識
に
差
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

Q

Q

Q

最
も
関
心
の
あ
る
環
境
問
題
を
、
１
つ
だ
け
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

「
夫
は
外
で
働
き
、
妻
は
家

庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
」と

い
う
よ
う
な
性
別
に
よ
っ
て

役
割
を
固
定
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
。

「
社
会（
政
治
や
職
場
な

ど
）に
お
い
て
、
男
女
の

地
位
は
平
等
」だ
と
思
い

ま
す
か
。
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